
月
６
日
、
甲
南
町
杉
谷
地
先

で
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
夏
と
は
一
味
違
う
冬

の
花
火
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
甲

南
町
観
光
協
会
に
よ
っ
て
初
め
て
企
画

さ
れ
た
も
の
。
新
名
神
高
速
道
路
甲
南

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
絶
好
の
眺
め

と
あ
っ
て
、
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
季
節
は
、
夏
に
比
べ
空
気
が
冷

た
く
澄
ん
で
お
り
、
花
火
が
色
鮮
や
か

に
夜
空
に
描
か
れ
ま
す
。訪
れ
た
人
は
、

冬
の
夜
空
に
舞
い
上
が
る
い
つ
も
と
違

う
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲甲南PA上り線から見た花火

澄み切った冬空に
　　　　　大輪の花咲く
忍者の里甲南　冬の花火
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水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練

地
域
と
連
携
し
、

　

入
院
患
者
を
救
出

月
13
日
、
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

病
院
に
は
、
多
く
の
患
者
が
入
院
さ
れ
て
お
り
、

他
の
施
設
に
も
増
し
て
救
命
に
か
か
る
迅
速
、
的

確
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
救
助
に
あ
た
る
人
が

多
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。
今
回
の
訓
練
は
、
近
隣

地
域
の
住
民
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、
協
働
で
の

救
出
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
深
夜
に
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で
、
患
者
の
避
難
誘
導
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
患
者
の
救
出
は
、
階
段
な
ど
を
使
っ
て
の
厳

し
い
条
件
と
な
り
ま
し
た
が
、
病
院
職
員
、
地
域

の
方
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
の
救
出
に
、
も
し
も

の
時
の
備
え
と
し
て
、
大
変
有
意
義
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

12

ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
る
体
育
館
。

そ
の
中
に
混
じ
っ
た
ス
リ
ム
で
長
身
の

人　
　

元
日
本
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
、
井い

は

ら原

正ま
さ

巳み

さ
ん
で
す
。

　

11
月
27
・
28
日
の
２
日
間
、井
原
さ
ん
は
「
夢

先
生
」
と
し
て
母
校
貴
生
川
小
学
校
に
来
校
さ

れ
ま
し
た
。
夢
先
生
と
は
、（
財
）日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
が
一
昨
年
よ
り
始
め
た
企
画

で
、「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
〜
夢
が
あ
る
か
ら
強
く
な
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
先
生
と

な
っ
て
自
分
の
経
験
を
も
と
に
夢
に
つ
い
て
語

る
、
と
い
う
も
の
。

　

井
原
さ
ん
の
「
第
１
回

目
は
、
ぜ
ひ
母
校
で
」
と

い
う
希
望
で
実
現
し
た
こ

の
授
業
。
最
初
は
緊
張
気

味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
一
緒
に
手
を
つ
な
い

で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
、

井
原
先
生
か
ら
地
元
の
言

葉
で
話
し
か
け
ら
れ
た
り

し
て
す
っ
か
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
教
室
へ
戻
っ
て
の
授
業
で
は
次
々
と
意
見
や
質

問
が
と
び
出
し
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
の
頃
“
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
さ

い
よ
”
と
言
わ
れ
た
先
生
の
言
葉
を
今
も
覚
え
て
い

ま
す
。
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
た
ら
、
周

り
が
後
押
し
し
て
く
れ

る
も
の
で
す
。
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。」

　

先
輩
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
記
憶
の
１
ペ
ー
ジ

に
ず
っ
と
残
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲井原先生、夢を語る
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子ども大好き！
みんなでまちを盛り上げよう
　水口中央公民館前に灯るイルミネーション。華やか
で楽しいデザインは、道行く人々を優しい気持ちにさ
せてくれます。
　このイルミネーションは、高校生を中心とした現在
17名のスタッフで、子ども向けのイベントを企画・運
営するグループ「チルドレン」の皆さんが、小学生と一
緒に作成したもの。みんなでデザインし、イルミネー
ションランプを取り付けるこのイベント、チルドレン
恒例の冬の風物詩です。
　「いろんなイベントの中で、子どもたちと交流し、年
齢を超えた友達の輪が広がって行く、それが楽しいん
です。」とリーダーの安田さん。友達に誘われ、何とな
く同グループ企画のキャンプに参加したところ、小学
生たちと楽しく過ごせたことが新鮮でおもしろく、以
来メンバーに。現在、リーダーとして毎週の会議や、年
間を通してのイベントなど活発に活動中です。
　「会議で行き詰ったり、イベント当日にトラブルが
起き、計画通りに進まない時は、本当に苦しいです。で
もイベントで出会った小学生が顔を覚えてくれてい
て、話しかけてくれるとうれしくて苦労も吹き飛びま
す。」と安田さん。
　そんな安田さんの今の悩みは、スタッフの人数。高
校３年生のメンバーが卒業すると、なかなか活動に参
加できなくなり、一気にスタッフが減ってしまいま
す。現在募集中で、一度試しでいいから活動をのぞき
にきてほしいとのこと。
　安田さん自身も就職が決まり、今までのように参加
できなくなることが残念そうですが、これからもキャ
ンプに参加するなどし、関わっていきたいそうです。
　子どもたち
と一緒にまち
を盛り上げた
い。そんな安
田さんの思い
はこれからも
続きます。

チ
ル
ド
レ
ン 

リ
ー
ダ
ー

安や

す

だ田 

達た

つ

や哉
さ
ん

（
水
口
町
松
尾
）

▲イルミネーション作成に参加した小学
生とチルドレンスタッフの皆さん

GENKI na MACHIKADO

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
貴
生
川
小
学
校
６
年

よ
う
こ
そ
先
輩
！
夢
先
生

子

▲みんなで協力、ゲームの時間
寄
稿
◎
17
・
18
年
度
ま
ち
か
ど
特
派
員

　
　
　
　
　

杉す
ぎ
や
ま山 

祐ゆ
う
こ子

▲

救
助
袋
で
患
者
を
救
出

の
信
楽
の
風
物
詩
、
し
が
ら
き
冬
ま

つ
り
が
、
12
月
13
日
、
信
楽
支
所
東

側
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
楽
駅
前
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
わ
せ
て
真
冬
に
行
わ
れ
る
こ
の
ま
つ
り
、

会
場
で
は
、
幻
想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
照
ら
す
中
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
る
で
夏
ま
つ
り
の
よ
う
な
、
金

魚
す
く
い
や
か
き
氷
な
ど
、
多
く
の
屋
台
が

今
年
も
登
場
。
訪
れ
た
人
は
、
縁
日
気
分
を

味
わ
い
な
が
ら
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
味

わ
い
、
寒
い
け
ど
熱
い
冬
の
ま
つ
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

冬

縁日・ステージ・光の競演

しがらき冬まつり

▲真冬の縁日 “金魚すくい”
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